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1．見直しの手順
（1）検討体制
　調査員9名、調査協力員28名からなる昆虫分科会を設置し、選定作業を行った。構成メンバーは以下のとおりである。
①調査員
　青木俊彦（担当：チョウ目ガ類）、阿部　剛（担当：チョウ目チョウ類）、五十嵐由里（担当：コウチュウ目）、郷右近勝夫（担
当：ハチ目）、斎藤勝雄（担当：昆虫類全般）、斎藤雄二（担当：ゴキブリ目・バッタ目・カメムシ目・アミメカゲロウ目）、高橋雄一
（担当：昆虫類全般）、牧野　周（担当：トンボ目）、溝田浩二（担当：総括）（五十音順）
②調査協力員
　新井孝明、粟野宗博、伊藤　智、梅津　晋、及川正紹、大友良和、尾崎俊寛、海原　要、喜多英人、郷原匡史、児
玉雅一、小檜山裕行、紺野広昭、佐藤隆志、白坂一広、菅原　淳、鈴木晋一、中嶋正道、中瀬　潤、永幡嘉之、長谷
川源、平舘　学、保坂　満、村上直樹、目崎喜治、八木沼康之、矢崎雅巳、柳田則明（五十音順）
（2）評価対象種
　昆虫類レッドリストの見直しにあたっては、環境省版レッドデータブック（2014）にならい、評価の対象となる種の条件を
以下のとおりとした。
①種または亜種を評価の単位とする。分類上亜種に細分される場合は、原則として、亜種を評価の対象とする。
 ② 海外から導入された種および国内他地域から導入された個体群は対象から除く。ただし、導入かどうかの判断が困難
な場合は対象とする。
③潮間帯以上、または内湾および汽水域に生息する種を対象とする。
（3）評価方法
　宮城県の昆虫相については、かなり判明している分類群もある一方、多くのものではまだ不十分な段階である。今回
の改訂に際して、五十嵐由里氏が中心となって宮城県内の昆虫分布記録を網羅的に収集・整理し、宮城県産昆虫類デー
タベースを構築した。これを基盤として、データの蓄積が十分にあるチョウ類（チョウ目）およびトンボ目については定量判
定を、それ以外の分類群については定性判定を行い、絶滅のおそれの度合いを判定した。具体的な選定基準は「昆虫
分科会におけるレッドリスト判断基準」に示したとおりである。なお、【選定理由】欄に示したカタカナ記号は、「昆虫分科
会におけるレッドリスト判断基準」に示された各評価区分に対応している（補正を行った場合は、カタカナ記号の後に①、
②などと表記してある）。
　注）【県内の生息状況】等の欄に示された地名は、おおむね、平成の大合併前の宮城県の旧市町村名で統一している。

2．見直しの結果
（1）掲載種数
　今回の改訂において計214種を選定した。その内訳は以下のとおりである。

目名 種数 宮城県RDB（2016）掲載種数
EX CR+EN VU NT DD

トンボ目 23種 3 11 6 3
ゴキブリ目 1種 1
バッタ目 5種 1 1 2 1
カメムシ目 7種 2 1 4
アミメカゲロウ目 4種 2 1 1
コウチュウ目 108種 5 21 41 41
ハチ目 22種 6 5 8 3
チョウ目（チョウ類） 14種 2 5 1 4 2
チョウ目（ガ類） 30種 3 2 16 9
合計9目 214種 5種 35種 39種 78種 57種

昆虫類の概要
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（2）明らかになったこと
① 今回の改訂において214種 ［絶滅（EX）5種、絶滅危惧I類（CR＋EN）35種、絶滅危惧II類（VU）39種、準絶滅
危惧（NT）78種、情報不足（DD）57種］ がリストアップされ、旧版リスト（2013）から3種が増加した。分類群ごとの内訳は、
コウチュウ目108種（増減なし）、チョウ目44種（1種減）、トンボ目23種（1種減）、ハチ目22種（6種増）、それ以外の昆虫
類が17種（1種減）であった。今回の改訂ではハチ目の評価が進み、計9種が新たにリストに掲載されている。絶滅種（EX）
は、旧版リスト（2013）と同じく、メガネサナエ、ベッコウトンボ、オオキトンボ、ミヤマシジミ、オオウラギンヒョウモンの5種が
リストアップされている。
② 東日本大震災および復興事業の影響により、海岸域やその周辺に生息する種の減少が著しい。特に、水生昆虫お
よび海浜性昆虫においてランクを上げた種、新規に選定した種が多く、深刻な状況にあることが浮き彫りとなった。たとえ
ば、ヒヌマイトトンボ、ニッポンハナダカバチが絶滅危惧I類（CR＋EN）へとランクを上げたほか、マダラヤンマ、マルタンヤ
ンマ、クロツヤハマベゾウムシ、オオモンツチバチをはじめとする6種の海浜性ハチ類などが新たにリストアップされた。また、
ハマスズ、スナヨコバイ、オオウスバカゲロウ、カワラハンミョウなどの海浜性昆虫類やオオモノサシトンボは、旧版リスト（2013）
から変わらず、絶滅危惧I類（CR＋EN）にランクされたままである。
③ 絶滅危惧I類（CR＋EN）にランクされたカトリヤンマ、タガメ、ツノトンボ、マークオサムシ、クロガネネクイハムシ、トモン
ハナバチ、コウノスジガバチモドキ、ヒメシロチョウ、クロシジミ、ギンボシヒョウモン、チャマダラセセリなどは、いずれも河原、
湿地、ため池、草原などの里地・里山に生息している。里地・里山に生息する種が絶滅の危機に瀕している要因として、
水田やため池の減少、圃場整備による乾田化、水路のコンクリート化・暗渠化、農薬や生活排水による水質の汚染・汚濁、
外来生物の侵入・増加、里山の土地利用の変化などがあげられる。
　今回の選定結果は、宮城県の自然の変貌、生物多様性の急速な劣化を物語っているように思われる。宮城県内の
昆虫類の生息環境は日々刻 と々失われているのが現状であり、どのような保全対策を、どのような優先順位で講じるべき
かを早急に検討することが不可欠である。

（執筆者 ： 溝田浩二）
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昆虫類分科会におけるレッドリスト判断基準
１．ランク判定のための信頼に足る過去(50年程度前まで)の産地についての資料があるか？
なお，資料としては，標本が現存している，または，信頼に足る公表された記録(データをともなうもの)があることを最低要件とする．
(1) 資料が十分にある，または，過去のデータの蓄積が比較的豊富である
 ア．過去に分布していたが既に絶滅※1し，飼育系統もないと考えられる　     　絶滅(EX) 
 イ．過去に分布し野外では既に絶滅※1したが，飼育系統が存続している　     　野生絶滅(EW)
 － 現在も分布している　         　２．「定量判定」へ
(2) 資料が十分とはいえない，または，過去のデータの蓄積が豊富とはいえない
 ウ．過去に分布していたが既に絶滅※1し，飼育系統もないと考えられる　     　絶滅(EX) 
 エ．過去に分布し野外では既に絶滅※1したが，飼育系統が存続している　     　野生絶滅(EW) 
 － 現在も分布している，または，現存※2もしくは現存※2可能性有と判断される　    　３ 「定性判定」へ
(3) 分布している(いた)のは確実だが資料はきわめて不十分である　     　４．「生息状況未詳」へ

２．定量判定
分布の単位を，平成の大合併前の旧市区町村※3(仙台市以外が70市町村，仙台市が5区，計75市区町村)とする．
その上で，各種の旧市区町村単位での現存※2数と絶滅率※4を環境省が示す数値基準にほぼ沿った形でカテゴリーに当てはめ，これを選定の基本とする．
また，必要に応じて①，②に基づく補正を検討する．
(1) 現存※2数と絶滅率※4に基づく基本的なランク
 オ．絶滅率50 ％以上，かつ現存数5 以下　       　絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)
 カ．絶滅率20 ％以上，かつ現存数10 以下　       　絶滅危惧Ⅱ類(VU)
 キ．絶滅率20 ％以上，かつ現存数15 以下　       　準絶滅危惧(NT)
 ク．上記以外(絶滅率20 ％未満，または現存数15超)　      　ランク外
①現存数や絶滅率では表せない各種の生態要素等を考慮し，上記カテゴリーの補正を行う．
②将来の生存可能性を考えるため，生息地の環境破壊のされやすさを考慮し，補正を行う．
　なお，記録が1 旧市区町村のみの種については，絶滅率にかかわらず，生態要素や生息地の環境破壊のされやすさ等を考慮し，必要に応じ上記カ
テゴリーを当てはめる．

３．定性判定
次の(1)~(3)の全項目を検討し，総合的な判断のもとにランクを決める．
(1) 個体数の減少
 ケ．既知のすべての産地で危機的水準にまで減少 　      　絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)
 コ．大部分の産地で大幅に減少 　        　絶滅危惧Ⅱ類(VU)
 サ．一部の産地において顕著な減少 　        　準絶滅危惧(NT)
 シ．その他　          　ランク外
(2) 生息環境の悪化
 ス．既知のすべての産地で著しく悪化 　       　絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)
 セ．大部分の産地で明らかに悪化 　        　絶滅危惧Ⅱ類(VU)
 ソ．一部の産地において顕著な悪化 　        　準絶滅危惧(NT)
 タ．その他　          　ランク外
(3) 捕獲・採集の影響
 チ．既知のすべての産地で再生産能力を上回る圧力 　      　絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)
 ツ．大部分の産地で再生産能力を上回る圧力 　       　絶滅危惧Ⅱ類(VU)
 テ．一部の産地において顕著な影響 　        　準絶滅危惧(NT)
 ト．その他　          　ランク外
なお，必要に応じて①，②に基づく補正を検討する．
 ①上記の項目では表せない各種の要素を考慮し，上記カテゴリーの補正を行う．
 ②将来の生存可能性を考えるため，生息地の環境破壊のされやすさを考慮し，補正を行う．

４．生息状況未詳
 ナ．十分な生息情報が得られれば絶滅危惧のカテゴリーにランクされる可能性が大きい種 　   　情報不足(DD)
 ニ．その他　          　ランク外

※1「絶滅」の要件
1(1)にあっては過去概ね25年間以上，1(2)にあっては過去概ね50 年間以上，信頼できる生息情報が得られていないこと．

※2 「現存」の定義
A.現存  ： おおむね2000年以降に生息を確認し，かつ生息環境も残されている．
B.現存可能性有 ：   おおむね2000年以降に確認されたが，記録地が不明で，生息を確認できない．または，おおむねね2000年以降に生息を確

認していないが，生息環境は残されていると推測される．
C.絶滅  ： 生息環境が破壊されており，生存の可能性はない．または極めて低い．

※3 分布の単位を「旧市区町村」とした理由
分布をマクロ的にみるには，ある面積毎の分布状況をみればよい．その場合，面積の単位を小さく(＝区画を多く)するほど精度は上がるが，現地調
査等にかけられる時間等を考慮して，平成の大合併前の75 市区町村を分布の単位として採用した．なお，宮城県の面積は約7,285kmであり，1 
区画当たりの平均面積は約97km で，ほぼ第２次メッシュの区画面積に相当する．

※4 「絶滅率」の定義
絶滅率(％)＝((記録のある旧市区町村数)－(現存する旧市区町村数))÷(記録のある旧市区町村数)×100
なお，(現存する旧市区町村数)の項では，(A.現存)＝1，(B.現存可能性有)＝0.5，(C.絶滅)＝0 として算定する．

【備考】
絶滅率(％)の算出に当たり，おおむね1999年以前までに生息が確認されたが，記録地が不明なためその後生息を確認できない旧市区町村につ
いては，「旧市区町村数」から除外した．
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